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主 な 記 事 
ペイオフが解禁されます 2面 
くらしの井戸端会議から 3面 
男女共同参画計画へのご意見を 4面 
美しくする会が会員を募集 4面 
小学生がミャンマー料理に挑戦 4面 

DDDDD DDDDD

男  28，460人（+36） 
平成14年1月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 

女  29，091人（-16） 
合計  57，551人（+20） 

世帯数  20，791世帯（+7） 

古紙配合率100％再生紙を
使用しています

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
京
田
辺
駅

は
、
２
月
２
日
�
か
ら
新
し
い

駅
舎
で
の
営
業
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
駅
の
東
西

を
結
ぶ
自
由
通
路
の
一
部
と
ア

ル
・
プ
ラ
ザ
京
田
辺
を
接
続
す

る
通
路
（
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

通
路
の
全
面
供
用
開
始
は
、

２
月
２
日
か
ら
新
駅
舎
で

２
月
２
日
か
ら
新
駅
舎
で 

２
月
２
日
か
ら
新
駅
舎
で 

一
休
ケ
丘
自
治
会
は
、
�
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成
１３
年

度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業

を
利
用
し
て
消
防
器
具
庫
を
新

調
し
ま
し
た
。

同
器
具
庫
は
、
最
新
型
の
小

型
動
力
ポ
ン
プ
が
配
備
さ
れ
、

同
自
治
会
の
自
主
防
災
活
動
の

拠
点
と
な
る
も
の
で
す
。

今
回
同
自
治
会
が
利
用
さ
れ

た
助
成
事
業
は
、
み
な
さ
ん
が

買
わ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益
金
が

財
源
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の

活
動
に
利
用
さ
れ
る
も
の
な
ど

に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
と
宝
く
じ
の
普
及

広
報
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部
（
�

６３
・
１
１
２
５
）

３
月
２３
日
�
を
予
定
し
て
い
ま

す
。な

お
、
駅
舎
周
辺
は
引
き
続

き
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。問

合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

今
年
で
３８
回
目
を
迎
え
た

「
新
春
甘
南
備
山
初
登
り
」（
主

催
＝
文
化
協
会
・
�
簡
易
保
険

加
入
者
協
会
近
畿
地
方
本
部
）

が
１
月
３
日
に
行
わ
れ
、
約
８

０
０
人
が
新
し
い
年
へ
の
願
い

を
込
め
な
が
ら
登
り
ま
し
た
。

京
田
辺
駅
と
薪
小
学
校
に
集

合
し
た
参
加
者
は
、
約
１
時
間

を
か
け
、
標
高
２
１
７
・
５
r

の
山
頂
に
午
前
９
時
３０
分
ご
ろ

到
着
。

山
頂
で
は
参
加
者
全
員
で

「
京
田
辺
市
の
歌
」
を
合
唱
し

て
希
望
に
満
ち
た
新
し
い
年
の

幕
開
け
を
祝
い
ま
し
た
。

消
防
出
初
式
が
１
月
６
日
、

田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場
で

開
か
れ
、
消
防
関
係
者
ら
約
５

５
０
人
と
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

な
ど
車
輌
３６
台
が
集
ま
り
、
参

加
者
ら
は
郷
土
を
災
害
か
ら
守

る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
内
の
消
防
機
関
な

ど
が
一
堂
に
会
し
、
志
気
の
高

揚
と
防
火
防
災
体
制
の
充
実
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
る
新
春
恒
例
の
行
事
。

消
防
団
員
や
職
員
・
自
衛
消

防
隊
員
ら
の
分
列
行
進
、
久
村

哲
市
長
と
柳
田
正
廣
消
防
団
長

に
よ
る
閲
団
や
機
械
器
具
点
検

の
ほ
か
、
優
良
消
防
団
員
の
表

彰
や
一
斉
放
水
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
訓
練
で
は
職
員

に
よ
る
「
は
し
ご
乗
り
演
技
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
さ
８
・

３
r
の
は
し
ご
の
上
で
腕
だ
け

で
体
を
支
え
る
「
吹
き
流
し
」

や
「
横
大
の
字
」「
表
飛
び
込

み
」
な
ど
の
日
本
各
地
に
伝
わ

る
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

（
消
防
出
初
式
で
の
表
彰
者

は
２
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

京田辺駅

東
西
結
ぶ
通
路
も
一
部
利
用
で
き
ま
す

一
休
ケ
丘

自
治
会

器
具
庫
と
動
力
ポ
ン
プ
を
新
調

新しい年への願い込め

新しくなった消防器具庫前で消防職員といっしょに小型
動力ポンプを点検する一休ケ丘自主防災会員（田辺狐川）

郷土を守る郷土を守る 郷土を守る郷土を守る 郷土を守る

1月6日に田辺公園多目的運動広場で行われた消防出初式で一
斉放水を披露㊤分列行進をする消防団員のみなさん

甘南備山山頂で「京田辺市の歌」を歌う参加者のみなさ
ん

初
め
て
披
露
さ
れ
た
消
防
職
員
に
よ
る
「
は
し
ご
乗
り

演
技
」(

田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場)

出初式

は
し
ご
乗
り
を
初
披
露

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
 

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に

防
災
活
動
の
拠
点

800人が初登り 800人が初登り 
甘
南
備
山
へ
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

�
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
（
緑
の

消
費
者
）
と
は
、
環
境
の
こ
と
を
考

え
て
、
よ
り
環
境
に
対
す
る
負
荷
の

少
な
い
買
い
物
を
す
る
人
々
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
あ
な
た
は
こ
の
言
葉

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

は
い
…
1
0
7
人
（
53
�
）

い
い
え
…
87
人
（
43
�
）

無
回
答
…
8
人
（
4
�
）

�
買
い
物
時
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、

レ
ジ
袋
を
断
る

は
い
…
1
4
9
人
（
73
・
8
�
）

い
い
え
…
53
人
（
26
・
2
�
）

�
環
境
ラ
ベ
ル
が
つ
い
て
い
る
商
品
か

確
認
し
て
購
入
す
る

は
い
…
1
1
0
人
（
54
・
5
�
）

い
い
え
…
92
人
（
45
・
5
�
）

�
省
エ
ネ
家
電
を
購
入
す
る

は
い
…
1
7
0
人
（
84
・
1
�
）

い
い
え
…
30
人
（
14
・
9
�
）

無
回
答
…
2
人
（
1
�
）

�
詰
め
替
え
で
き
る
商
品
を
選
ぶ

は
い
…
1
8
8
人
（
93
・
1
�
）

い
い
え
…
14
人
（
6
・
9
�
）

�
リ
サ
イ
ク
ル
ゴ
ミ
を
分
別
し
て
指
示

通
り
の
出
し
方
を
し
て
い
る

は
い
…
1
9
2
人
（
95
�
）

い
い
え
…
9
人
（
4
・
5
�
）

無
回
答
…
1
人
（
0
・
5
�
）

�
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
な
ど
に
利
用
し
て
い

るは
い
…
1
2
3
人
（
60
・
9
�
）

い
い
え
…
78
人
（
38
・
6
�
）

無
回
答
…
1
人
（
0
・
5
�
）

�
シ
ャ
ワ
ー
は
お
湯
を
流
し
っ
ぱ
な
し

に
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る

は
い
…
1
7
8
人
（
88
・
1
�
）

い
い
え
…
24
人
（
11
・
9
�
）

	
冷
暖
房
な
ど
の
機
器
を
不
必
要
に
つ

け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

は
い
…
1
9
0
人
（
94
・
1
�
）

い
い
え
…
12
人
（
5
・
9
�
）



テ
レ
ビ
な
ど
の
主
電
源
を
切
り
、
無

駄
な
待
機
時
消
費
電
力
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る

は
い
…
1
5
7
人
（
77
・
7
�
）

い
い
え
…
43
人
（
21
・
3
�
）

無
回
答
…
2
人
（
1
�
）

回答者
�性別 男性…67人　女性…133人　無回答…2人

�年齢 10代…2人　20代…7人　30代…9人　40代…26人
50代…65人　60代…63人　70代以上…30人

�家族数 1人住まい…14人　2人住まい…67人　3人住まい…39人
4人住まい…43人　5人以上…39人

�職業 会社員…55人　自営業…9人　専業主婦…87人
パート…15人　学生…2人　その他…34人

�居住地 京田辺市…168人　京田辺市外…31人　無回答…3人

あなたは環境にやさしい暮らしをしていますか？　　くらしの井戸端会議より

〈募集する職種および応募資格〉 

注　�または�のいずれかに該当する人 

幼稚園教諭 

留守家庭児童会 
指導員 

発掘調査 
　調査指導者 

発掘調査 
　調査補佐員 

発掘調査 
　調査補助員  
　調査作業員  
　整理補助員  

野外活動 
指導員 

用務員 
給食調理師 

プール 
監視員 

図書館 
業務補助 

昭和17年4月2日以降に生まれた人 

昭和17年4月2日以降に生まれた学校教育法による大学（短期大学を除く）以上を
卒業した人（平成14年3月末日までに卒業見込みの人を含む）で考古学もしくは
歴史学を専攻し、かつ学芸員の資格を有し発掘調査業務の経験を有する人 

昭和17年4月2日以降に生まれた学校教育法による高等学校以上を卒業し、児童
の健全育成に熱意を有する人 

昭和17年4月2日以降に生まれた幼稚園教諭免許を有する人 
応 募 資 格

昭和17年4月2日以降に生まれた調理師免許を有する人 

昭和17年4月2日以降に生まれた学校教育法による高等学校以上を卒業し、水泳
ができる人 
学校教育法による高等学校以上を卒業し、野外活動経験者または野外活動に熱意
を有する人 

�昭和17年4月2日以降に生まれた学校教育法による大学（短期大学を除く）以上
を卒業した人（平成14年3月末日までに卒業見込みの人を含む）で考古学もしく
は歴史学を専攻し、発掘調査業務の経験を有する人 
�学校教育法による大学院に在籍し、考古学もしくは歴史学を専攻している学生
で発掘調査業務の経験を有する人 

�昭和17年4月2日以降に生まれた司書または司書補の資格を有する人 
�昭和17年4月2日以降に生まれた学校教育法による高等学校以上を卒業し、図
書館業務の経験を有する人 

�学校教育法による大学（短期大学を除く）に在籍し、考古学もしくは歴史学を専
攻の学生または卒業した人で昭和17年4月2日以降に生まれた人 
�昭和17年4月2日以降に生まれた発掘調査業務の経験を有する人 

職 種  

休
み
期
間

【
勤
務
時
間
】

土
・
日
曜
日
は
午
前
８
時
３０

分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
ま
で

小
・
中
学
校
夏
休
み
期
間
の

平
日
は
午
前
９
時
３０
分
か
ら
午

後
６
時
１５
分
ま
で

小
・
中
学
校
夏
休
み
前
の
短

縮
授
業
期
間
は
午
後
１
時
か
ら

午
後
５
時
１５
分
ま
で

☆
プ
ー
ル
監
視
員

【
勤
務
内
容
】

プ
ー
ル
利
用
者
の
安
全
監
視

に
関
す
る
業
務

☆
野
外
活
動
指
導
員

【
勤
務
内
容
】

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
利
用
者

へ
の
活
動
指
導
、
ク
ラ
フ
ト
指

導
、
セ
ン
タ
ー
内
の
清
掃
作
業

な
ど☆

給
食
調
理
師

【
勤
務
内
容
】

学
校
給
食
の
調
理
業
務

☆
用
務
員

【
勤
務
内
容
】

小
・
中
学
校
ま
た
は
幼
稚
園

に
お
け
る
施
設
維
持
管
理
業
務

な
ど
全
般

各
職
種
の
応
募
資
格
＝
上
表

の
と
お
り

申
込
方
法
＝
教
育
総
務
課
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
同
課
へ
本
人
が

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
交
付
・
受
付
期
間
＝

１
月
１７
日
�
〜
１
月
３１
日
�

（
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
）

申
込
書
交
付
・
受
付
時
間
＝

午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
５
時

受
付
・
問
合
せ
先
＝
教
育
総

務
課
（
�
６４
・
１
３
９
１
）

もう 
いらなく 
なったよ 

ゆずって 
ほしいな 

おおむね60歳以上の 
健康で働く意欲のある方 
入会をお待ちしております 
申し込み・お問い合わせは、電話でＯＫ！ 

京田辺市田辺沓脱14番地 
（旧商工会館）TEL65-4020

�京田辺市シルバー人材センター 

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

寒
さ
か
ら

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

特定商取引法
新聞などの求人広告でありながら販売を目的とす

るケースとして「展示会のアルバイトで着物や毛皮
を購入させられた（求人商法）」とか「パソコンを
使ったホームページ作成などの在宅ワークのため、
パソコンなどを購入させられたが仕事がない（内職
商法）」とか「浄水器のモニターになればモニター料
で浄水器代が支払えるからと言われ浄水器を購入したが、モニター代が
支払われない（モニター商法）」といったものがあります。
事業のために結んだ契約は消費者保護法令の対象になりませんが、後

から収入が得られるからと誘い商品の販売などを行
う、いわゆる内職商法やモニター商法については、
平成13年6月1日から特定商取引法で規制されるよう
になりました。しかし、いずれにしても仕事をする
ために何か高額の物を買わなければならないとか、
簡単に儲かるというような契約は、消費者自身が慎
重に考えることが必要です。

聞いて
 

聞いて
 

シリーズ 

6

消
費
生
活
相
談

「
お
か
し
い
な
」
そ
う

思
っ
た
ら
す
ぐ
に
消
費
生
活

相
談
窓
口
へ
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。
消
費
生
活
専
門
相
談

委
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
の

相
談
を
受
け
た
り
、
情
報
提

供
す
る
こ
と
で
被
害
の
未
然

防
止
を
図
り
、
消
費
者
の
手

助
け
を
し
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
３
０
６
会
議
室

（
市
役
所
３
階
）

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

（
�
６４
・
１
３
６
０
）

親
子
で
楽
し
も
う

親
子
で
楽
し
も
う 

親
子
で
楽
し
も
う 

子
育
て
サ
ロ
ン
に
参
加
を

今
年
の
お
正
月
は
い
か
が
で

し
た
か
。
き
っ
と
す
ば
ら
し
い

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

大
住
民
生
児
童
委
員
協
議
会

は
、
今
年
も
子
育
て
サ
ロ
ン
を

開
き
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
節
分
」。

親
子
で
一
緒
に
豆
ま
き
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
２
月
８
日
�
午
前
１０

時
〜
正
午

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
幼
稚
園
入
園
前
の
乳

幼
児
と
そ
の
両
親
。
妊
婦
さ
ん

や
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
大
住
民
生
児
童

委
員
協
議
会
　
伊
藤
（
�
６２
・

２
１
９
９
）

料
理
教
室

自
分
で
で
き
る
こ
と
を
分
担

し
、
協
力
し
て
料
理
を
作
り
ま

す
。同

じ
障
害
を
持
つ
人
と
交
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
１
月
２４
日
�
午
前
１０

時
か
ら

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
視

覚
に
障
害
の
あ
る
人

参
加
費
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
視
覚

障
害
者
協
会
京
田
辺
支
部
長

岡
井
（
�
６５
・
３
０
４
５
）

社
会
生
活
教
室

日
時
＝
１
月
３１
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
視

覚
障
害
者
や
そ
の
家
族
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

内
容
＝
日
常
生
活
用
具
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
の
講
演
や
実

北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
で

か
が
や
き
講
座
開
く

教
育
委
員
会
は
、
か
が
や
き

講
座
①
（
地
域
指
導
者
養
成
講

座
）
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
２
月
１６
日
�
午
後
７

時
〜
８
時
３０
分

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
男
性
女
性
を
問
わ
ず

自
由
に
意
見
交
流
し
ま
す

テ
ー
マ
＝
男
女
共
同
参
画
社

会
っ
て
な
あ
に
？
〜
女
の
悩

み
、
男
の
悩
み
か
ら
見
え
て
く

る
も
の
は
何
だ
ろ
う
〜

講
師
＝
「
こ
こ
ろ
の
相
談
室

ウ
ー
マ
ン
」
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
長
谷
川
七
重
さ
ん

定
員
＝
３０
人

講
座
開
催
中
、
保
育
を
し
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
教

育
課
（
�
６４
・
１
３
９
３
）

母
子
・
父
子
家
庭
の

新
入
学
児
祝
い
ま
す

市
は
、
今
春
、
小
学
校
に
入

学
す
る
母
子
・
父
子
家
庭
の
児

童
と
保
護
者
を
招
待
し
て
「
祝

い
励
ま
す
会
」
を
開
き
ま
す
。

当
日
は
、
学
用
品
な
ど
の
記

念
品
の
贈
呈
や
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
２
月
２３
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
＝
は
が
き
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。し

め
き
り
＝
１
月
３１
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
児
童
福

祉
課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�
６４
・
１

各
種
教
室
開
き
ま
す

各
種
教
室
開
き
ま
す 

各
種
教
室
開
き
ま
す 

視
覚
障
害
者
の
方
を
対
象

技
の
講
習

講
師
＝
府
視
覚
障
害
者
協
会

西
京
支
部
の
松
永
信
也
さ
ん
と

視
覚
障
害
者
補
装
具
業
者
の
渡

辺
憲
子
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

送
迎
の
必
要
な
人
は
１
月
２５

日
�
ま
で
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。当

日
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
視
覚

障
害
者
協
会
京
田
辺
支
部
長

岡
井
（
�
６５
・
３
０
４
５
）

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

２７
日
市
役
所
の
電
話

一
時
的
に
使
え
ま
せ
ん

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
市
内
の
光
ケ
ー

ブ
ル
回
線
取
替
工
事
を
行
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
市
役
所
の
電

話
回
線
が
一
時
的
に
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。日

時
＝
１
月
２７
日
�
午
後
１

時
〜
３
時
（
実
際
に
電
話
が
不

市
は
、
生
活
訓
練
事
業
と
し

て
視
覚
障
害
の
人
を
対
象
に
料

理
教
室
と
社
会
生
活
教
室
を
開

き
ま
す
。

愛称を募集します 愛称を募集します 
府のホームページ

府は、「人にやさしい建物」などの情報を
持ち寄って、障害のある人や高齢者の人な
どに「人にやさしいまちづくり情報」を届
けようと、昨年10月からホームページを運
用しています。（ホームページアドレス＝
http://www.joho-kyoto.or.jp/̃f-machi）
このホームページを、さらにみなさんの

身近なものとして利用してもらえるような
愛称を募集しています。
応募方法などくわしくは、京都府福祉の

まちづくり推進協会事務局（�075・414・
4551）へお問い合わせください。

３
７
７
）

通
に
な
る
の
は
、
こ
の
う
ち
の

約
１
時
間
程
度
で
す
）

問
合
せ
先
＝
管
財
防
災
課

（
�
６４
・
１
３
１
４
）

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
投
票
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
に
、
新
し
く
次
の
地
域

に
投
票
所
を
設
置
し
ま
す
。

新
し
く
投
票
所
と
な
る
場
所
＝

山
手
南
公
民
館

対
象
と
な
る
地
域
＝
山
手
南
・

山
手
西

対
象
地
域
の
み
な
さ
ん
は
、
次

回
の
選
挙
か
ら
新
し
い
投
票
所
で

投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
（
総
務
課
内
、
�
６４
・
１
３
１

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新しい投票所を設置 新しい投票所を設置 
山手南・西地域が対象
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  なやみごと 
（人権・行政）相談 
  なやみごと 

（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月　 
第2水曜日（市役所会議室） 
第4水曜日（北部住民センター）

いずれも午後1時30分～4時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 

？
 

相談は無料で、秘密は 
固く守ります。 

　お気軽にお越し下さい。 

現在、省エネやリサイクルなど、
環境に配慮した生活が必要とされ
ています。
消費生活グループ「くらしの井

戸端会議」は、昨年の11月18日�
に開かれた市産業祭の消費生活展
コーナーで「環境意識アンケート」
を行い、202人のみなさんにご協
力いただきました。
結果は左のとおりです。

わ
た
し
た
ち
は
、
生
活
の
便
利
さ
に
甘
え
て

不
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
省

エ
ネ
と
は
お
金
の
節
約
よ
り
、
環
境
に
配
慮
し
た

資
源
の
節
約
を
考
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
全
体
的
に
意
識
を

持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
人
が
多
い
と
感
じ
ま
し

た
。資

源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
無
限
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
よ
り
良
い
環
境
生

活
を
意
識
し
て
暮
ら
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課
（
�
６４
・
１
３
６

０
）

くらしの井戸端会議（平成6年7
月発足）は、消費生活に関する情
報を交換したり、学習会や見学会
を通じて視野を広め、消費生活に
関する知識を学んでいます。そし
て、自分たちの暮らしに生かす賢
い消費者を目指しています。

教
育
委
員
会
は
、
平
成
１４
年

度
の
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
・
パ
ー

ト
職
員
お
よ
び
臨
時
職
員
の
登

録
者
を
募
集
し
ま
す
。

た
だ
し
、
地
方
公
務
員
法
第

〈
１
面
か
ら
続
く
〉

優
良
消
防
団
員
を
表
彰

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

◎
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

勤
功
章
＝
馬
場
岩
夫
（
松
井

ケ
丘
）

精
績
章
＝
森
永
茂
（
新
興
戸
）

杉
澤
利
光
（
府
営
団
地
）

精
勤
章
＝
大
久
保
靖
之
（
東

林
）
香
村
茂
樹
（
田
辺
）
槇
村

直
人
（
二
又
）
藪
裕
隆
（
高
船
）

森
田
尚
男
（
高
船
）

◎
綴
喜
市
町
連
絡
協
議
会
長

表
彰大

冨
成
弘
（
水
取
）
久
保
常

廣
（
天
王
）
高
室
修(

健
康
ケ

丘
）
志
摩
和
夫
（
松
井
ケ
丘
）

常
松
幹
彦
（
府
営
団
地
）
森
島

章
雄
（
多
々
羅
）
錦
秀
徳

（
多
々
羅
）

◎
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支

部
長
表
彰

奥
西
泰
男
（
三
野
）
西
原
孝

一
（
健
康
ケ
丘
）
松
本
雅
也

◎
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
竹
の

会
」
が
福
祉
の
た
め
に
３
万
円

◎
鍛
冶
宗
工
業
が
緑
化
推
進

事
業
の
た
め
に
５
万
円

◎
京
田
辺
市
歌
謡
昴
会
が
福

祉
事
業
の
た
め
に
１５
万
円

◎
西
川
登
夫
さ
ん
（
河
原
）

が
福
祉
の
た
め
に
３
万
８
千
３

１
８
円

寄

付

寄

付

 

寄

付

人

事

 

表

彰

 

◆預金などの保護の範囲 

（※）元本1000万円までとその利息を超える部分については、破たん金融機関の財産の状況に
応じて支払われますので、一部カットされることがあります。 

（注）預金など全額保護の特例措置については、3月31日までに救済金融機関から預金保護機構
への資金援助の申し込みが行われることが必要です。 

4月～平成15年3月まで 

対
象
と
な
る
預
金 

平成15年4月以降 

合算して 
元本1000万円まで
とその利息（※） 

全額保護 
破たんした金融機関の財産の状況に 
応じて支払い 
（一部カットされることがあります） 

3月まで 

全額保護 全額保護 

全額保護 
合算して 
元本1000万円まで
とその利息（※） 

当座預金 
普通預金 
別段預金 

その他の預金など 
定期預金 

定期積金、ビッグ、
ワイドなど 

〈対象とならない預金〉 
外貨預金・譲渡制預金・
ヒットなど 

預
金
の
保
護
の
範
囲
が
変
わ

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？
。

○
万
一
、
金
融
機
関
が
破
た

ん
し
た
場
合
で
も
、
預
金
者
ひ

と
り
当
た
り
、
定
期
預
金
な
ど

の
元
本
１
０
０
０
万
円
ま
で
と

そ
の
利
息
は
、
４
月
以
降
も
保

護
さ
れ
ま
す
。

○
合
算
し
て
１
０
０
０
万
円

ま
で
と
そ
の
利
息
は
、
あ
く
ま

で
も
最
低
保
障
で
す
の
で
、
受

け
取
れ
る
の
は
１
０
０
０
万
円

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
ま
た
、
当
座
預
金
・
普
通

預
金
な
ど
は
、
平
成
１５
年
３
月

ま
で
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。

預
金
な
ど
の
保
護
範
囲
＝
下

表
の
と
お
り

く
わ
し
く
は
、
▼
金
融
機
関

の
窓
口
▼
近
畿
財
務
局
京
都
財

務
事
務
所
（
�
０
７
５
・
２
３

１
・
４
１
３
３
）
▼
預
金
保
険

機
構
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝

http://w
w
w
.dic.go.jp/

）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ペイオフが解禁されます ペイオフが解禁されます 
預金の保護範囲が変更

今
年
か
ら
確
定
申
告
は

自
書
申
告
で
ど
う
ぞ

宇
治
税
務
署
と
税
務
課
は
今

年
の
確
定
申
告
か
ら
、
申
告
用

紙
に
自
分
で
書
い
て
提
出
し
て

い
た
だ
く
「
自
書
申
告
」
を
勧

め
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
期
間
中
（
２
月
１８

日
�
〜
３
月
１５
日
�
）
は
、
受

付
窓
口
に
申
告
者
が
多
く
訪
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
大
変
混
雑

１６
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
は
、
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

☆
幼
稚
園
教
諭

【
勤
務
内
容
】

幼
稚
園
で
園
児
の
保
育
に
従

事
☆
留
守
家
庭
児
童
会
指
導
員

【
勤
務
内
容
】

小
学
校
の
放
課
後
な
ど
に
お

け
る
留
守
家
庭
児
童
の
保
育
指

導

☆
発
掘
調
査
調
査
指
導
者

【
勤
務
内
容
】

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事

務
、
発
掘
調
査
現
場
で
の
指
導

業
務☆

発
掘
調
査
調
査
補
佐
員

【
勤
務
内
容
】

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事

務
、
発
掘
調
査
現
場
で
調
査
員

の
指
示
に
よ
り
調
査
の
補
佐
業

務
に
従
事

☆
発
掘
調
査
調
査
補
助
員

☆
発
掘
調
査
調
査
作
業
員

（
薪
）
片
岡
泰
博
（
興
戸
）
吉

川
正
幸
（
飯
岡
）
藤
井
秀
樹

（
東
）
柏
原
浩
志
（
高
木
）
吉

川
智
也
（
宮
ノ
口
）
佐
野
博
明

（
南
山
西
）
加
藤
好
克
（
打
田
）

菱
田
拓
司
（
多
々
羅
）
西
村
茂

利
（
西
八
）
竹
村
卓
司
（
田
辺
）

長
井
一
晃
（
河
原
）
中
川
陽
司

（
山
崎
）
中
冨
学
郎
（
天
王
）

井
辻
重
浩
（
天
王
）

◎
京
田
辺
市
市
長
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
＝
前
田
辰

夫
（
府
営
団
地
）
中
川
雅
寛

（
二
又
）
中
川
雅
彦
（
高
船
）

香
村
茂
樹
（
田
辺
）
久
保
常
廣

（
天
王
）
坂
本
泰
啓
（
出
垣
内
）

上
杉
直
彦
（
健
康
ケ
丘
）
本
林

修
（
東
林
）
北
村
光
弘
（
興
戸
）

里
村
淳
二
（
興
戸
）
小
西
敏
夫

（
河
原
）
田
中
博
正
（
高
木
）

森
淳
（
出
垣
内
）

功
績
章
＝
山
田
末
男
（
宮
ノ

口
）
山
口
克
明(

西
八)

西
村
忠

浩
（
河
原
）
南
吉
郎
（
新
興
戸
）

村
田
敬
造
（
健
康
ケ
丘
）
森
島

寿
夫
（
水
取
）
山
地
俊
成
（
水

取
）
植
田
章
夫
（
水
取
）

◎
京
田
辺
市
消
防
団
長
表
彰

京
田
辺
市
消
防
団
長
章
＝
大

久
保
靖
之
（
東
林
）
白
石
敏
幸

（
松
井
ケ
丘
）
堀
井
厚
志
（
普

賢
寺
）
北
尾
眞
造
（
興
戸
）
山

岡
泰
弘
（
宮
ノ
口
）
大
西
尚
樹

（
多
々
羅
）
西
山
昭
義
（
西
八
）

守
本
謙
二
（
西
八
）
吉
村
孝
行

（
西
八
）
本
林
修
（
東
林
）
谷

吉
政
一
（
府
営
団
地
）
信
氏
敏

志
（
東
）
吉
田
達
夫
（
山
崎
）

杉
本
茂
樹
（
南
山
西
）
中
島
勇

樹
（
天
王
）
森
島
孝
司
（
水
取
）

大
村
和
広
（
水
取
）
横
田
幸
男

（
多
々
羅
）

☆
発
掘
調
査
整
理
補
助
員

【
勤
務
内
容
】

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事

務
、
発
掘
調
査
現
場
で
調
査
員

の
指
示
に
よ
り
調
査
補
助
・
整

理
作
業
な
ど
に
従
事

☆
図
書
館
業
務
補
助

【
勤
務
内
容
】

図
書
館
業
務
の
補
助

【
勤
務
日
】

土
・
日
曜
日
お
よ
び
小
・
中

学
校
の
夏
休
み
前
の
短
縮
授
業

期
間
ま
た
は
小
・
中
学
校
の
夏

し
て
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。

申
告
受
付
事
務
を
効
率
的
に

進
め
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け

自
書
申
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。問

合
せ
先
＝
▼
宇
治
税
務
署

（
�
４４
・
４
１
４
１
）
▼
税
務

課
（
�
６４
・
１
３
１
７
）

4
月
か
ら

登
録
者
を
募
集

登
録
者
を
募
集 
登
録
者
を
募
集 

ア
ル
バ
イ
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
・ 

臨
時
職
員
な
ど

臨
時
職
員
な
ど 

ア
ル
バ
イ
ト
・ 

臨
時
職
員
な
ど 1

月
17
日
か
ら
受
け
付
け
始
め
ま
す

教育委員会
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「
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
私
た

ち
で
美
し
く
」
を
趣
旨
に
活
動

す
る
、
わ
が
ま
ち
�
京
た
な
べ
�

を
美
し
く
す
る
会
は
、
平
成
１４

年
度
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
み

な
さ
ん
に
入
会
し
て
い
た
だ

き
、
一
人
ひ
と
り
が
環
境
美
化

へ
の
認
識
を
新
た
に
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
気
持
ち
よ
く
快

適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
美

し
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
行

京
田
辺
茶
業
青
年
団
は
、
新

春
茶
香
服
大
会
（
お
茶
の
銘
柄

当
て
ゲ
ー
ム
）
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

茶
香
服
（
ち
ゃ
か
ぶ
き
）
は

室
町
時
代
か
ら
伝
わ
る
雅
や
か

な
遊
び
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

新かがやきプラン－京田辺市男女共同参画計画－（案）の概要 

内容 

計画期間 

策定の趣旨 

2001年度（平成14年度）～2010年度（平成22年度）具体的施策
については、2006年度に後期計画を検討する 

男女共同参画社会の実現に向けた施策の基本的方向を明確にし、
取り組みを推進する 

 

（基本理念） 
・男女の人権の尊重 
・あらゆる分野への男女共同参画 
・参画と協働による豊かな地域社
　会の創造 
〈基本的視点〉 
・「個」の尊重 
・ジェンダーに敏感な視点の定着 
・女性のエンパワーメントの促進 
・男女のパートナーシップの確立 
・市民と行政のパートナーシップ
　の確立 
〈基本目標と施策の方向〉 
☆築こう、男女平等と男女共同参
　画をめざした社会を 
①性別意識の変革　②政策・方針
決定過程への女性の参画拡大 
③男女共同参画を推進する学校教
育等の充実　④多様な選択を可能
にする生涯学習の充実 

☆築こう、女性が安心して健やか
　に暮らせる社会を 
①女性に対するあらゆる暴力の根
絶　②生涯を通じた女性の健康づ
くり支援　 

 ☆進めよう、働く場における男女
　共同参画を 
①雇用における男女平等の確保の
推進　②働く女性の母性健康管理
対策の推進　③女性の能力発揮の
ための支援　④多様な就業形態対
策の充実 
☆進めよう、家庭や地域における
男女共同参画を 
①男女がともにいきいき、安心し
て暮らせる社会づくり　②職業生
活と家庭・地域生活の両立支援 
③家庭生活、地域社会への男女共
同参画の促進 

☆築こう、男女共同参画による豊
かな地域社会を 
①人権文化の創造　②人と環境に
やさしいまちづくりの推進　③ボ
ランティア活動の推進　④国際交
流の推進 
〈推進体制〉 
推進体制の充実・強化、市内の男
女共同参画の推進、男女共同参画
推進条例の検討、女性相談体制の
整備など 

みなさんのご意見聞かせてください みなさんのご意見聞かせてください 

薪小学校で12月20日、社会人講師を迎え5年生児童たち46人が「世界の料理を学ぶ」
と題してミャンマーの魚カレーづくりに挑戦しました。
料理の指導は、市内在住で旅行と料理や釣りなどが趣味の長野剛（29）さん。
この授業は、「食」をテーマに、１年間取り組んできた５年生の総合的な学習の仕

上げとして行われ、料理に使った米は、児童たちが春の田植えから脱穀までの一連の
作業を行って収穫したものです。
調理実習では、長野さんがミャンマーの民俗衣装を腰に巻いた姿で現れ、各班に別

れた子どもたちに、作り方を忙しそうに説明していました。
つぶして使う多量の「ニンニク」の臭いが立ちこめる中、児童たちは慣れない手つ

きでトマトを切ったり、しょうがをすったりしながら、にぎやかにカレー作りを楽し
みました。
児童たちは、長野さんからミャンマーやパキスタンなどの生活や文化などについて

話を聞いたあと、自分たちで作ったカレーをおいしそうに試食しました。

き
ま
す
。

入
会
の
お
申
し
込
み
は
、
区
、

自
治
会
を
は
じ
め
参
加
構
成
団

体
を
通
じ
て
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
直
接
事
務
局
で
も
入

会
で
き
ま
す
。

会
費
は
、
個
人
１
口
３
０
０

円
、
団
体
１
口
３
０
０
０
円
以

上
（
い
ず
れ
も
年
額
）
で
す
。

入
会
は
３
月
２９
日
�
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

入
会
・
問
合
せ
先
＝
わ
が
ま

ち
�
京
た
な
べ
�
を
美
し
く
す
る

会
事
務
局
（
総
務
課
内
、
�

６４
・
１
３
２
６
）

美
し
い
環
境
を
守
り
育
て
、

日
々
の
暮
ら
し
を
一
層
潤
い
の

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
私
た

ち
自
ら
が
ゴ
ミ
を
拾
い
、
草
取

り
な
ど
を
し
、
美
し
い
ふ
る
さ

と
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
き
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
み
な

さ
ん
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
３
日
�
午
後
１

時
か
ら

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤

す
る
人

参
加
募
集
チ
ー
ム
数
＝
先
着

４
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
５
人
で

構
成
し
て
く
だ
さ
い
）

し
め
き
り
＝
１
月
３１
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
Ｊ
Ａ
京

都
や
ま
し
ろ
田
辺
総
合
支
店

（
�
６２
・
０
０
３
４
）

美
し
い
環
境
づ
く
り
を

j京
た
な
べk
を
美
し
く
す
る
会

男女共同参画計画策定に向け

◎各班に別れ、カレーに入れ
る野菜などの下ごしらえす
る児童たち（写真左）

◎おいしそうに出来上がった
ミャンマーの魚カレー（写
真下）

２
月
３
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で

薪
小
５
年
生

自分たちで作った米を使い

魚カレーづくりに挑戦

みんなで美しいまちに（昨年の市民一斉清掃：諏訪ケ
原公園）

山
城
人
権
フ
ェ
ス
タ

日
時
＝
２
月
２
日
�
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

内
容
＝
▼
大
阪
市
立
大
学
非

常
勤
講
師
の
谷
元
昭
信
さ
ん
に

よ
る
講
演
（
午
前
１１
時
か
ら
）

▼
新
聞
詠
み
河
内
音
頭
家
元
の

河
内
家
菊
水
丸
さ
ん
に
よ
る
人

権
ト
ー
ク
（
午
後
２
時
か
ら
）

▼
子
ど
も
用
ア
ニ
メ
映
画
上
映

（
午
後
２
時
か
ら
）
な
ど

参
加
費
＝
無
料

保
育
・
手
話
通
訳
が
必
要
な

方
は
１
月
２５
日
�
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
同
和
対

策
室
（
�
６４
・
１
３
３
６
）

いろいろなお茶を味わってください（昨年の新春茶香服大
会：コミュニティホール）

京
都
木
津
川
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

京
都
木
津
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

実
行
委
員
会
は
、
２
月
３
日
�

に
開
か
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。

内
容
＝
▼
会
場
清
掃
▼
会
場

内
警
備
▼
後
か
た
づ
け
な
ど

申
込
方
法
＝
綴
喜
教
育
会
館

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
電
話
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
綴
喜
教

育
会
館
（
〒
６
１
０
・
０
３
４

１
京
田
辺
市
薪
茶
屋
前
２７
・

４
、
�
・
�
６５
・
１
４
８
５
）

市
は
２１
世
紀
を
迎
え
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

男
女
が
と
も
に
輝
く
共
同
参
画

社
会
を
め
ざ
し
て
、
今
後
取
り

組
む
計
画
と
し
て
「
新
か
が
や

き
プ
ラ
ン
―
京
田
辺
市
男
女
共

同
参
画
計
画
―
」
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。(

計
画
の
概
要

は
左
表
の
と
お
り
。
京
田
辺
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。)

こ
の
計
画
策
定
の
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要

望
を
募
集
し
ま
す
。

送
付
・
問
合
せ
先
＝
政
策
推

進
課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�
６４
・
１

３
１
０
、
�
６３
・
４
７
８
１
、

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

pln-
danjo@

kyotanabe.jp
）

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2


